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このユーザーガイドでは、Xserveを起動およびシステム終了する方法、
サーバソフトウェアをインストールおよび設定する方法、Xserveの状態
を監視する方法、および問題を解決する方法について説明します。

このガイドには、Xserveのインストール後に役立つ情報が記載されています：
Xserveの機能、コントロール、および部品（第 1章） 

はじめて起動したときに Xserveを設定するためのヒント、および通常の起動とシステム終了の手順 
（第 2章）

Xserveの状態を確認する方法（第 3章） 

サーバソフトウェアをアップデートまたはインストールする方法（第 4章） 

Xserveを操作しているときに発生する可能性のある一般的な問題、および診断ソフトウェアについ 
ての情報（付録）

Mac OS X Serverを操作する
Xserveのインストールが完了したら、Mac OS X Serverが提供するすべてのサービスを管理する準
備ができたことになります。Mac OS X Serverの設定および使用方法については、「Admin Tools」
ディスクに収録されている「Mac OS X Server：お使いになる前に」を参照してください。サーバソ
フトウェアへの理解を深めるには、www.apple.com/jp/server/resourcesにあるマニュアル一式
を参照してください。

ソリッド・ステート・ドライブが搭載されている場合
ソリッド・ステート・ドライブが搭載されているXserveを購入した場合、Mac OS X Serverはすでに
ドライブにインストールされており、そのドライブが起動ディスクとして設定されています。

序
章

このガイドについて

http://www.apple.com/jp/server/resources
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Xserve RAIDカードが装備されている場合
Xserve RAIDカードが取り付けられていて、ソリッド・ステート・ドライブが搭載されていない
Xserveを購入した場合、起動ディスクはベイ1にあるドライブモジュールの拡張 JBOD RAIDセット
のボリュームになります。ソリッド・ステート・ドライブも搭載されている場合は、そのソリッド・ステー
ト・ドライブが起動ディスクとして設定されており、3基のドライブモジュールすべてを RAIDボリュー
ムの作成に使用できます。RAIDボリュームの作成方法または RAID構成の変更方法について、およ
び RAIDカードのバッテリーに関する重要な情報については、「RAIDユーティリティユーザーズガイド」
（www.apple.com/jp/xserve/resources.htmlから入手できます）を参照してください。

さらに詳しく知りたいときは
Xserveを開いて部品を交換する方法については、Xserveに付属の印刷版「Xserve設置ガイド」を
参照してください。www.apple.com/jp/xserve/resources.htmlでは、PDF版のガイドも入手で
きます。

LOM（Lights-out Management）とサーバのリモート管理について詳しくは、「サーバモニタ」の
ヘルプを 参照してください。

アップルの Xserveサービス＆サポートWebサイトでは、記事、ディスカッション、ダウンロード可能
なソフトウェア・アップデートを含めて、詳細な製品情報と技術リソースを提供しています。 
www.apple.com/jp/support/xserveを参照してください。

http://www.apple.com/jp/xserve/resources.html
http://www.apple.com/jp/xserve/resources.html
http://www.apple.com/jp/support/xserve
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この章の図を使って、Xserveの基本的なコントロール、機能、 
および部品についての理解を深めてください。

以降のページの図は、Xserveのコントロール、インジケータ、コネクタ、およびその他の機能を示し
ています。

参考：ご購入の構成によっては、Xserveの一部の部品がここで示す図とは若干異なることがあります。

1
Xserveの外観



Xserveの外観̶前面パネル

ドライブモジュールの
利用状況ランプ

ドライブモジュールの
ステータスランプ

光学式ドライブシステム ID
ボタン／ランプ

筐体のロックと
ステータスランプ

USB 2.0
ポート

オン／スタンバイボタン
とランプ

ドライブモジュール用の
ベイ（×3）

Ethernetリンクランプ
（ポート 1）

Ethernetリンクランプ
（ポート 2）

システム利用状況
ランプ
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オン／スタンバイボタンとランプ 

Xserveの電源を入れるときに押します。ほかのシステム終了の方法がすべて失敗した場合は、約 5秒間押し続けると
Xserveを強制的にシステム終了することができます。Xserveの電源が入っているときはランプが明るい白色に点灯し、
Xserveがスリープモードになっているときはランプが点滅します。

筐体のロックとステータスランプ 

ロックをすることにより、Xserveのカバーとドライブモジュールを保護します。Xserveに付属の筐体キーを使ってロッ
クおよびロック解除できます。

「システム環境設定」の「セキュリティ」パネルにあるオプションで、筐体がロックされているときは、接続されているキー
ボードとマウスを使用できないようにすることができます。このオプションが有効になっていて、筐体がロックされている
（ランプが点灯している）とき、Xserveはキーボード、マウス、またはホットプラグ可能なストレージ装置を認識しません。
これらの装置を使用するときは、ロックを解除してください。

システム IDボタンとランプ 

問題が発生すると、黄色いシステム IDランプが点滅します。また、ボタンを押して手動で点灯と消灯を切り替えたり、
「サーバモニタ」を使ってリモートから点灯させたりすることもできます。このインジケータは、複数の Xserveが設置
されているラックで特定の装置を探す場合に便利です。システム IDボタンとランプは、Xserve背面にもあります。
システム IDボタンを使うと、前面パネルの起動オプションを使用してXserveを起動する代わりの方法を選択すること
もできます。14ページの「前面パネルから起動方法を選択する」を参照してください。

Ethernetリンクランプ 

2つのランプは、Xserveが Ethernetネットワークに接続されているかどうかを示します。各ランプは、2つの内蔵
Ethernetポートのそれぞれに対応しています。下のランプがポート 1用で、上のランプがポート 2用です。

光学式ドライブ 

このスロットローディング方式の光学式ドライブを使って、ソフトウェアを Xserveにインストールできます。

ドライブモジュールとランプ 

Xserveには、最大 3台の SATA（Serial ATA）または SAS（Serial Attached SCSI）ドライブモジュールを取り付
けることができます。これらのモジュールは、Xserveが動作しているときでも取り外しと取り付けができます。各ドライ
ブモジュールには、稼動状況とディスクの利用状況を示すランプがあります。

システム利用状況ランプ 

これらのランプは、プロセッサの利用状況レベルを示します。

これらのランプを使うと、前面パネルの起動オプションを使用してXserveを起動する代わりの方法を選択することもで
きます。14ページの「前面パネルから起動方法を選択する」を参照してください。
USB 2.0ポート 

Xserveの前面でのUSB 2.0接続のためのポートです。背面パネルにも2つのUSB 2.0ポートがあります。これらのポー
トに接続されている装置を認識するには、Xserveの筐体のロックを解除する必要があります。



Xserveの外観̶背面パネル

システム情報タグ
（引き出しタブ）

システム ID
ボタン／ランプ

電源装置
ベイ 2

電源装置
ベイ 1

FireWire 800
ポート（×2）

Ethernet
ポート 2

Ethernet
ポート 1

拡張
スロット 1

拡張
スロット 2

Mini DisplayPortシリアルコンソール
ポート

USB 2.0ポート（×2）
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シリアルコンソールポート 

シリアル装置またはシリアルポートを持つコンピュータを接続します。このポートは RS-232の接続をサポートします。
21ページの「シリアルポートを使用する」を参照してください。

Mini DisplayPort 

このポートを使って、ディスプレイを Xserveに接続することができます。DVIディスプレイまたは VGAディスプレイを
お持ちの場合は、別途アダプタケーブルを入手できます。

拡張スロット 

Xserveには、PCI Express（PCI-E）拡張カードを 2枚取り付けることができます。スロット 1は 6.6インチのカード
に対応しています。スロット 2は 9インチのカードに対応しています。カードの取り付けについては、Xserveに付属の
印刷版「Xserve設置ガイド」を参照してください。

ギガビット Ethernetポート 

2つの内蔵 Ethernetポートを使って、Xserveを高速 Ethernetネットワークに接続します。Ethernetポートは、ネッ
トワークがサポートする転送速度に自動的に調整します。各ポートの左上隅にある緑色のランプは、ポートが稼動して
いる Ethernetネットワークに接続されているかどうかを示します。右側の青色のランプは、利用状況を示します。
Ethernetケーブルは常に、最初に右側のポート（ポート 1）に接続してください。

USB 2.0ポート 

キーボードやマウスなどの USB装置を接続します。USB 2.0ポートは前面パネルにもあります。これらのポートに接
続されている装置を認識するには、Xserveの筐体のロックを解除する必要があります。

電源装置と電源装置ベイ 

Xserve用のリムーバブル電源装置。ここに電源コードを接続します。冗長性を高めるために 2台の 750ワット電源装
置を取り付けることができます。一方の装置に障害が発生したり、取り外したりした場合、もう一方の装置が Xserve
の電源供給を完全に引き継ぐことができます。

FireWire 800ポート 

Xserveに FireWire装置を接続します。これらのポートに接続されている装置を認識するには、Xserveの筐体のロッ
クを解除する必要があります。

システム情報タグ 

Xserveのシリアル番号と内蔵 Ethernetポートのハードウェア（MAC）アドレスがこのプルアウトタブにプリントされ
ています。サーバソフトウェアをリモートからインストールして設定するときは、このシリアル番号を使用する必要があり
ます。
システム IDボタンとランプ 

問題が発生すると、黄色いシステム IDランプが点滅します。また、ボタンを押して手動で点灯させたり、「サーバモニタ」
を使ってリモートから点灯させたりすることもできます。このインジケータは、複数の Xserveが設置されているラックで
特定の装置を探す場合に便利です。システム IDボタンとランプは、前面パネルにもあります。
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この章では、Xserveを起動およびシステム終了する方法について説明 

します。また、Xserveをはじめて起動するときのMac OS X Server 

の設定に関する情報も記載しています。

はじめてXserveの電源を入れる
はじめてXserveの電源を入れると、Mac OS X Serverの「設定アシスタント」から、起動およびネッ
トワークへの接続に必要ないくつかの基本情報が要求されます。

サーバソフトウェアを設定する
はじめてXserveの電源を入れるときは、少なくとも以下の情報を用意してください：
サーバ管理者のアカウント名とパスワード 

Mac OS X Serverソフトウェアのシリアル番号 

IPアドレス、サブネットマスク、DNSサーバなどの基本的なネットワーク設定 

LOM（Lights-out Management）ポート用のユーザ名、パスワード、およびネットワーク設定 

Xserveでオープン・ディレクトリ・ドメインを管理するか、既存のドメインに参加させるか、または 
ローカルディレクトリを使ってスタンドアロンで実行するか

「サーバアシスタント」を使ってXserveを完全に設定するために必要な情報の一覧については、
Mac OS X Serverのインストール DVD（またはサーバマニュアルのWebサイト 
www.apple.com/jp/server/resources）にある「Mac OS X Server：インストールと設定のワー
クシート」を参照してください。

標準サーバまたはワークグループサーバの設定については、「Admin Tools」ディスクに収録されて
いる「Mac OS X Server：お使いになる前に」を参照してください。リモートからのインストールと設定、
自動設定など、詳細サーバの設定については、「Mac OS X Server：サーバ管理」 
（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。

2
Xserveを起動する

http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/server/resources
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LOMポートを構成する
「サーバモニタ」アプリケーションを使ってXserveを起動、システム終了、または監視するときは、
Xserve内の LOMプロセッサと通信を行います。Xserveにある 2つの内蔵 Ethernetコネクタのい
ずれも、LOM（Lights-out Management）ポートおよびサーバ Ethernetポートの両方として機
能します。LOM（Lights-out Management）ポートには、専用の管理者ユーザ名、パスワード、
およびネットワーク設定を使用します。次の方法で、これらの設定を変更できます：

Mac  OS  X Serverの「設定アシスタント」のネットワークパネルを使用する 

「サーバモニタ」で、「サーバ」＞「ローカルコンピュータを構成」と選択する 

「ターミナル」で ipmitoolコマンドラインツールを使用する

「サーバモニタ」を使ってXserveに接続する場合は、LOM（Lights-out Management）ポートの
IPアドレスとユーザアカウントを指定します。

ソフトウェアのローカル設定とリモート設定
ディスプレイとキーボードを Xserveに接続すれば、それらを使ってサーバソフトウェアの設定プロセス
をローカルで完了することができます。

ディスプレイやキーボードを使わずに Xserveを設定するには、次のいずれかの方法を使ってXserve
に接続してリモートから設定できます。

設定方法 入手方法 参照情報

画面共有 Mac  OS  XおよびMac  OS  X 
Serverバージョン 10.5以降に付属

26ページの「画面共有を使用する」

サーバアシスタント Mac  OS  X Serverバージョン 10.5
以降に付属

「Admin Tools」ディスクに収録さ
れている「Mac OS X Server：お使
いになる前に」、または「Mac OS X 

Server：サーバ管理」（www.
apple.com/jp/server/resources）

Apple Remote Desktop 別売 「Mac OS X Server：サーバ管理」
（www.apple.com/jp/server/
resources）

VNCビューアソフトウェア 別売 「Mac OS X Server：サーバ管理」
（www.apple.com/jp/server/
resources）

Xserveのシリアルポートへの接続 Xserveに付属 27ページの「シリアルポートを介して
コマンドを使用して、光学式ドライブ
からインストールする」

リモート設定のシリアル番号
「サーバアシスタント」を使ってXserveをリモートから設定するには、Xserveハードウェアのシリア
ル番号の最初の 8文字が必要になります。

Xserveのシリアル番号を見つけるには：
小さいタブを引いて、背面パネルからシステム情報タグを引き出します。 

http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/server/resources


複数の Xserveを設定する
複数の Xserveシステムを設定する場合は、複数のサーバを設定する作業を簡単にするMac OS X 
Serverの設定方法を覚える必要があります。「Mac OS X Server：サーバ管理」 
（www.apple.com/jp/server/resources）で、サーバの初期設定に関する章を参照してください。

Xserveを起動する
Xserveを起動するには：
前面パネルの左端にあるオン／スタンバイボタンを押します。 

オン／スタンバイボタンとランプ

パワーインジケータランプが点灯し、Xserveが起動します。前面パネルのステータスランプは、ネッ
トワーク、プロセッサ、およびドライブモジュールの利用状況を示します。今回はじめてXserveの電
源を入れた場合は、必ず 12ページの「はじめてXserveの電源を入れる」を参照してください。

リモート起動
LOM（Lights-out Management）ポートの構成後は、「サーバモニタ」アプリケーションを使って、
離れた場所にあるXserveを起動することができます。詳しくは、「サーバモニタ」のヘルプを参照し
てください。

前面パネルから起動方法を選択する
Xserveの前面パネルのコントロールを使って、特殊な状況で使用することのできる代わりの起動方法
を選択できます。

前面パネルから起動方法を選択するには：
 1 電源を切った状態で、システム IDボタンを押したまま、オン／スタンバイボタンを押します。

 2 上の列の青いランプが順番に点滅するまで、システム IDボタンを押したままにします。

 3 システム IDボタンを離してからもう一度押す操作を繰り返し、選択した起動方法に対応するランプを
点灯させます：

光学式ドライブの
ディスクから起動する

NetBootサーバから
起動する

内部ドライブモジュールで
最初に使用可能な
システムから起動する

現在の起動ディスクを
スキップして、ほかの使用
可能なシステムから起動する

ターゲット・ディスク・
モードで起動する

NVRAMをリセットして最初に
起動可能なドライブ
モジュールから起動する

未使用 NetBootサーバから
診断モードで起動する
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 4 選択したら、上の列のランプがすべて点灯するまでシステム IDボタンを押したままにしてから離します。

選択した方法を使ってXserveが起動します。

Xserveのシステムを終了する
Xserveのシステムを終了する方法はいくつかあります。

Xserveのシステムを終了する前に
Mac  OS  X Serverが提供するサービスを Xserveで管理している場合は、「サーバ管理」または「サー
バ環境設定」を開いてサービスを停止します。これらのアプリケーションは、ローカルの Xserve上で
開くことも、別のコンピュータからリモートで使用することもできます。

キーボードとディスプレイを使ってXserveのシステムを終了する
キーボードとマウスを使ってXserveのシステムを終了するには：
「Finder」で、アップル（ ）メニュー＞「システム終了」と選択します。

リモートからXserveのシステムを終了する
キーボードやディスプレイを接続せずに Xserveのシステムを終了したり、離れた場所にあるXserve
のシステムを終了したりするには、「サーバモニタ」アプリケーションまたはコマンドラインを使用する
ことができます。

「サーバモニタ」を使ってXserveのシステムを終了するには：
「サーバモニタ」アプリケーションを開いて、リストからXserveを選択し、「システム終了」をクリック 

します。

コマンドラインからXserveのシステムを終了するには：
「ターミナル」を開いて、SSHを使ってXserveにログインし、次のシステム終了コマンドを入力します： 

$ ssh -l user server

$ sudo shutdown -h now

ここで、userは Xserveの管理者アカウントの名前、serverは Xserveの DNS名または IPアドレ
スです。

shutdownコマンドおよび shutdownのその他のコマンドラインオプションについては、「ターミナ
ル」で man shutdownと入力するか、「Mac OS X Server：Command-Line Administration」
（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。

前面パネルから強制的にシステムを終了する
通常の方法を使ってXserveのシステムを終了できない場合は、前面パネルのオン／スタンバイボタン
をパワーランプが消えるまで（約 5秒間）押し続け、強制的にシステムを終了することができます。

http://www.apple.com/jp/server/resources
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Xserveの状態は、近くにいても離れた場所にいても 

確認することができます。

この章では、Xserveが正常に稼動しているかどうかを確認する方法、Xserveで問題が検出された場
合に詳細情報を入手する方法、ハードウェア・ステータス・ランプの意味を解釈する方法、および内
部のさまざまな温度や電源電圧などの状態を監視する方法について説明します。

Mac OS X Serverサービスの状態を確認する
この章では、Xserveのハードウェアの状態を監視する方法について説明します。ソフトウェアの状態、
および「サーバ管理」アプリケーションを使って、Xserve上でMac OS X Serverが管理する個々の
サービスの状態を確認する方法については、Mac OS X Serverのマニュアル一式 
（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。

RAIDカードのバッテリーの状態を確認する
Xserve RAIDカードが装備されている場合は、「RAIDユーティリティ」を使って、書き込みキャッシュ
のバックアップバッテリーの状態を確認できます。バッテリーが完全に充電されていない場合は、通常
の充電中または調整中である可能性があります。バッテリーについては、「RAIDユーティリティユーザー
ズガイド」（www.apple.com/jp/xserve/resources.html）、または「RAIDユーティリティ」のヘ
ルプを参照してください。

ローカル監視とリモート監視
Xserveの近くにいる場合は、前面パネルのステータスランプを見ると、Xserveで問題が検出された
かどうかすぐに分かります。17ページの「Xserveのステータスランプの意味を解釈する」を参照して
ください。

ディスプレイとキーボードを接続すれば、「サーバモニタ」アプリケーションを開いて、問題のある部品
の状態に関する詳細情報を表示することができます。22ページの「「サーバモニタ」を使用する」を
参照してください。

管理コンソールを Xserveのシリアルポートに接続して、コマンドラインツールを使ってXserveを管
理することもできます。21ページの「シリアルポートを使用する」を参照してください。

3
Xserveを監視する

http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/xserve/resources.html
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サーバラックから離れた場所にいる場合は、「Admin Tools」ディスクを使ってサーバ管理ツールを
Mac OS Xコンピュータにインストールして、そのコンピュータを管理用コンピュータにできます。そ
の後、管理用コンピュータで「サーバモニタ」を使ってXserveの状態を確認するか、Xserveでさま
ざまな状態のうちのいずれかが検出された場合に関係者にメール通知を送信することができます。22
ページの「「サーバモニタ」を使用する」を参照してください。

ラック内で Xserveを識別する
ラック内に複数の Xserveシステムがある場合は、システム IDランプを使って特定の Xserveにフラ
グを設定し、識別することができます。このランプは、ラックの反対側に回り込んだときに正しいサー
バに戻るのに役立ちます。また、「サーバモニタ」アプリケーションからシステム IDランプを点灯させて、
ラック内の Xserveを見つけることもできます。

システム IDボタン／ランプ（前面）

システム IDボタン／ランプ（背面）

Xserveでシステム IDランプの点灯と消灯を切り替えるには：
前面または背面パネルのシステム IDボタンを押します。 

リモートからシステム IDランプを点灯させるには：
「サーバモニタ」を開いて、リストからXserveを選択し、「システム IDランプ」のボタンをクリックします。 

Xserveのステータスランプの意味を解釈する
Xserveのインジケータランプを見るだけで、Xserveの全体的な状態や、ドライブモジュール、ネット
ワークインターフェイス、電源装置などの部品の状態を確認することができます。

Xserveの全体的な状態
オン／スタンバイボタンとランプ 筐体のロックランプ



インジケータランプ 色 意味

オン／スタンバイ （前面パネル） 白 Xserveの電源が入っています。

白が脈打つように点滅 Xserveはスリープ状態です。

筐体のロック 黄 ロックがかけられています。

筐体がロックされている（ランプが点
灯している）場合、セキュリティの環
境設定によっては、Xserveがキーボー
ド、マウス、またはホットプラグ可能
なストレージ装置を認識しないことが
あります。詳しくは、21ページの「キー
ボードとマウスを制御する」を参照し
てください。

システムインジケータ
システム IDボタン／ランプ（前面）

システム IDボタン／ランプ（背面）

インジケータランプ 色 意味

システムインジケータ 黄が点滅と消灯を繰り返す 次のいずれか：

 Xserveがアラーム状態を検出しま
した。「サーバモニタ」を開いて、
情報を確認してください。

 IDランプは、「サーバモニタ」を使っ
て手動で点灯させた状態です。

黄が点滅 IDランプは、前面または背面のシス
テム IDボタンを押して、手動で点灯
させた状態です。

プロセッサの利用状況
システム利用状況ランプ

 18  第 3章    Xserveを監視する
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インジケータランプ 色 意味

システム利用状況 青が断続的に点滅 プロセッサの利用状況と負荷。

ドライブモジュールの状態

ドライブモジュールの利用状況ランプ（青）

ドライブモジュールのステータスランプ（緑）

インジケータランプ 色 意味

ドライブモジュールの状態 
（上の LED）

緑 ドライブの電源は入になっており、動
作しています。

黄 ドライブは動作していますが、警告状
態を検出しました。

赤 ドライブに障害が発生しました。

ドライブモジュールの利用状況 
（下の LED）

消灯 Xserveは現在ドライブの読み書きを
行っていません。

青が断続的に点滅 Xserveはドライブの読み書きを行っ
ています。このランプが点滅している
場合は、ドライブを取り外さないでく
ださい。

Ethernetリンクの状態

ポート 1ステータスランプ
（緑）

ポート 1利用状況ランプ
（青）

ポート 2ステータスランプ
（緑）

ポート 2利用状況ランプ
（青）

Ethernetリンクランプ（ポート 2） Ethernetリンクランプ（ポート 1）



インジケータランプ 色 意味

Ethernetリンクの状態 
（前面パネル）

緑 ケーブルが接続されており、リンク状
態は良好です（Xserveは送受信を行
うことができます）。下のランプがポー
ト 1用、上のランプがポート 2用です。

Ethernetリンクの状態 
（背面コネクタ）

緑 リンク状態は良好です（Xserveは送
受信を行うことができます）。

Ethernetの利用状況 
（背面コネクタ）

青が断続的に点滅 リンクが稼動しています。このランプ
は、データの転送中に点灯します。

電源装置の状態
電源装置のステータスランプ

インジケータランプ 色 意味

電源装置（背面パネルの 電源装置） 緑 AC電源が利用可能で、装置は
Xserveの部品に DC電力を供給して
います。Xserveの電源が入っていま
す。

緑が点滅 AC電源が利用可能ですが、この装置
からXserveの部品への電力はスタン
バイ状態です（通常、Xserveの電源
が切になっているためです）。

赤 電源コードからこの装置への AC電力
が利用できないか、またはこの電源装
置に障害が発生しています。もう1つ
の電源装置が Xserveに電力を供給
しています。

ハードウェアの詳細情報を参照する
「システムプロファイラ」を使って、Xserveハードウェア（およびソフトウェア）の詳細な設定情報を参
照できます。

「Finder」からシステムの詳細を表示するには：
アップル（ ）メニュー＞「このMacについて」と選択し、「詳しい情報」をクリックします。

コマンドラインからシステムの詳細を表示するには：
「ターミナル」を開いて、 system_profilerコマンドを入力します。コマンドとそのオプションについて
は、man system_profilerと入力して情報を参照してください。
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シリアルポートを使用する
管理コンソールまたはターミナル・エミュレーション・ソフトウェアを実行するコンピュータを Xserve
のシリアルポートに接続して、コマンドラインツールを使ってシステムを監視することができます。

ターミナル・エミュレーション・ソフトウェアについて
「ターミナル」で screenコマンドを使用するか、別のコンピュータで動作する ZTermなどのターミナ
ル・エミュレーション・アプリケーションを使って、Xserveのシリアルポートを介して通信することがで
きます。

コンソールまたはターミナル・エミュレーション・ソフトウェアは、次の条件で動作するように構成します：
57.6 KB／秒で、パリティなしの 8データビットを使用 

シリアルポートに接続する
シリアル USBアダプタまたはシリアル・ポート・コンセントレータ付きの 9ピンのシリアル・ヌル・モデム・
ケーブルを使って、Macintoshコンピュータをシリアルポートに接続することができます。

シリアル・ポート・コネクタのピン割り当てについては、Xserveに付属の印刷版「Xserve設置ガイド」
で、仕様に関する付録を参照してください。

コマンドラインツールについて
コマンドラインツールを使用してXserveの状態を確認する方法については、「Mac OS X Server：
Command-Line Administration」（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してくだ
さい。

Xserveへの物理的なアクセスを制御する
Xserveの筐体のロックを使って、次のことができます：
ドライブモジュールを取り外せないようにする 

上部のカバーを開けないようにする 

システムの環境設定を設定して、接続されているキーボード、マウス、またはその他の USB装置 
を使用できないようにする

キーボードとマウスを制御する
接続されているキーボードとマウスを筐体のロックで使用できないようにするかどうかを選択することが
できます。

キーボードとマウスを使用できないようにするには：
「システム環境設定」を開いて、「セキュリティ」をクリックし、「Xserveエンクロージャロック使用の 

ときマウスとキーボードを使用不可にする」チェックボックスをクリックします。

リモートからXserveを監視する
Xserveの状態は、「サーバモニタ」アプリケーションを使って、または「ターミナル」でコマンドライ
ンを使って、リモートコンピュータから確認することができます。

http://www.apple.com/jp/server/resources


「サーバモニタ」を使用する
Xserveには、「サーバモニタ」アプリケーションが付属しています。「サーバモニタ」は「/アプリケーショ
ン /サーバ /」にあります。「Admin Tools」ディスクにも収録されています。「サーバモニタ」を使っ
て、次のことができます：

Xserveとその部品の現在の状態を確認します。次のような項目があります： 

ドライブモジュールの状態 

電源装置の状態とシステムの内部電圧 

ネットワークインターフェイスの状態と利用状況レベル 

問題のある内部部品の温度 

冷却ファンの状態 

Xserveの基本情報を確認します。次のような項目があります： 

稼動時間 

Xserveで実行中のMac OS X Serverのバージョン 

各スロットに取り付けられているメモリの容量と種類 

各ドライブモジュールの機種と容量 

Xserveをシステム終了、起動、または再起動します 

Xserveの Appleシステム・プロフィールレポートを生成します 

Xserveの状態の変化に応じてメール通知を送信します 

「サーバモニタ」は、Xserve上、または同じネットワークに接続されている任意のコンピュータ上で実
行することができます。

Xserveに接続する
IntelベースのXserveを「サーバモニタ」のサーバリストに追加するには、XserveのLOM（Lights-out 
Management）ポートのネットワークアドレス、ユーザ名、およびパスワードを使用します。これら
の設定を変更する方法については、13ページの「LOMポートを構成する」を参照してください。

ローカルの Xserve（「サーバモニタ」が動作しているXserve）をリストに追加するには、IPアドレス
127.0.0.1と、ローカル管理者のユーザ名およびパスワードを使用します。

「サーバモニタ」の使いかたについては、「サーバモニタ」のヘルプを参照してください。

コマンドラインを使用する
SSHを使用してリモートの Xserveに接続する方法、およびコマンドラインツールを使用してXserve
の状態を確認する方法については、「Mac OS X Server：Command-Line Administration」
（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。
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Xserveのサーバソフトウェアをアップデートまたはインストールする 

方法はいくつかあります。

ソリッド・ステート・ドライブが搭載されていない Xserveでは、ドライブベイ1のドライブモジュール
にMac OS X Serverがインストールされています。ソリッド・ステート・ドライブが搭載されている
Xserveでは、そのソリッド・ステート・ドライブにMac OS X Serverがインストールされています。

始める前に
XserveにXserve RAIDカードが装備されている場合は、Mac OS X Serverをインストールする前に、
「RAIDユーティリティ」アプリケーションを使ってRAIDボリュームを再構成してください。次の場合
があります：

 ソリッド・ステート・ドライブが搭載されていない場合は、ベイ1の起動ドライブが拡張 JBODボリュー
ムとして設定されており、その他の 2つのドライブモジュールは起動ボリュームの拡張やほかのボ
リュームの作成に使用できます。

 ソリッド・ステート・ドライブが搭載されている場合は、そのソリッド・ステート・ドライブに
Mac OS X Serverがインストールされているので、3つの標準ドライブモジュールはすべてRAID
ボリュームの作成に使用できます。

警告：既存のボリュームの拡張を除いて、多くの RAIDの再構成操作では、ハード・ドライブ上のデー
タがすべて消去されます。RAIDボリュームを設定する前に、すべての重要なデータのバックアップを
作成してください。

「RAIDユーティリティ」を使ってRAIDボリュームを設定および管理する方法については、 
www.apple.com/jp/xserve/resources.htmlで「RAIDユーティリティユーザーズガイド」を参照
してください。

ソフトウェア・アップデートとインストールの概要
サーバソフトウェアをアップデートするときは、次の方法を使用できます：

「システム環境設定」の「ソフトウェア・アップデート」パネル 

「サーバ管理」の「ソフトウェア・アップデート」パネル 

4Xserveのソフトウェアをアップデート 

する／インストールする

http://www.apple.com/jp/xserve/resources.html


 softwareupdateコマンドラインツール

アップルのダウンロードWebサイト（ www.apple.com/jp/support/downloads）

サーバソフトウェアを再インストールする必要がある場合は、以下のいずれかの方法を使用できます：
Xserveの光学式ドライブで Mac OS X Serverのインストール DVD（Xserveに付属しています）
からインストールします。

NetBootイメージまたは Apple Software Restore（ASR）コマンドラインツールを使って、ネッ 
トワークを介してソフトウェアをインストールします。

光学式ドライブからXserveを起動し、「サーバアシスタント」、「Apple Remote Desktop」（ARD） 
またはほかの VNCビューアソフトウェアを使って別のコンピュータからインストールを制御します。

モデルおよび構成が同一の別の Xserveにドライブモジュールを移動し、そのシステムにソフトウェ 
アをインストールしてから、ドライブモジュールを戻します。

コンピュータを Xserveのシリアルポートに接続し、コマンドラインを使ってサーバソフトウェアをイ 
ンストールします。

最適な方法を選択する
お使いのサーバ環境に最適なMac OS X Serverのインストールと設定の方法を選択するのに役立つ
情報については、「Admin Tools」ディスクに収録されている「Mac OS X Server：お使いになる
前に」、および「Mac OS X Server：サーバ管理」（www.apple.com/jp/server/resources）の
インストールおよび設定に関するセクションを参照してください。

Xserveの光学式ドライブでMac OS X Serverインストール DVDからインストールする方法、および
「サーバアシスタント」を使って別のコンピュータからインストールする方法については、「Mac OS X 

Server：お使いになる前に」を参照してください。いずれかの方法を使ってインストールを行う方法
については、「Mac OS X Server：サーバ管理」を参照してください。

最新のソフトウェア・アップデートを入手する
Xserveがインターネットに接続されている場合は、アップルから最新のソフトウェア・アップデートを
ダウンロードしてインストールすることができます。Xserveがプライベートネットワーク上にある場合は、
インターネットに接続されているコンピュータにアップデートをダウンロードしてから、そのアップデート
を Xserveにコピーしてインストールすることができます。

アップデートを確認してインストールするには：
「システム環境設定」を開いて、「ソフトウェア・アップデート」をクリックします。 

ディスプレイやキーボードがない Xserveで「サーバ管理」を使用する場合：
「サーバ管理」を開き、サーバを選択して「サーバアップデート」をクリックします。 

ディスプレイやキーボードがない Xserveで「ターミナル」を使用する場合：
「ターミナル」とSSHを使って、管理用コンピュータからXserveに接続し、 softwareupdate

コマンドラインツールを実行します。詳しくは、「Mac OS X Server：Command-Line 

Administration」（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。「Apple 
Remote Desktop」（別売）も使用できます。
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Xserveがインターネットまたはソフトウェア・アップデート・サーバに接続されていない場合：
 1 インターネットに接続されているコンピュータを使って、次の URLからアップデートをダウンロード 

します：

www.apple.com/jp/support/downloads

 2 Xserveにアップデートをコピーします。

サーバソフトウェアを再インストールする
以下のセクションでは、次の方法で XserveにMac OS X Serverをインストールする方法について説
明します：

キーボード、ディスプレイ、および Mac OS X Serverのインストール DVDを使用する

NetBootサーバを使用して、ネットワークを介してインストールする 

「Apple Remote Desktop」（ARD）またはほかの VNCビューアソフトウェアを使用する 

画面共有を使用する 

別の Xserveを使用して、交換したドライブモジュールにインストールする 

シリアルポートを介してコマンドを使用して、Xserveの光学式ドライブからインストールする 

インストールが終了したら、管理用コンピュータを使って、「サーバアシスタント」を実行してXserve
を設定するか、Mac OS X Serverの自動設定機能を利用することができます。

標準サーバまたはワークグループサーバの設定については、「Admin Tools」ディスクに収録されて
いる「Mac OS X Server：お使いになる前に」を参照してください。リモートからのインストールと設定、
自動設定など、詳細サーバの設定については、「Mac OS X Server：サーバ管理」 
（www.apple.com/jp/server/resources）のインストールおよび設定に関するセクションを参照して
ください。

キーボード、ディスプレイ、およびMac OS X Serverのインストール DVDを 

使用する
次に、ディスプレイとキーボードが接続されているXserveにMac OS X Serverをインストールする
簡単な方法を示します。

ディスプレイ、キーボード、およびインストールディスクを使ってMac OS X Serverをインストールす
るには：

 1 Mac OS X Serverのインストール DVDを Xserveの光学式ドライブに挿入し、インストールアイコ
ンをダブルクリックします。

 2 認証ウインドウで、管理者のパスワードを入力し、「OK」をクリックします。

Xserveがインストールディスクから再起動し、サーバの設定用アプリケーションが表示されます。

ディスプレイやキーボードのない Xserveにインストールできるように管理用コンピュータを設定し
て使用する方法を含め、XserveにMac OS X Serverをインストールする方法について詳しくは、
「Mac OS X Server：サーバ管理」（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。

http://www.apple.com/jp/support/downloads
http://www.apple.com/jp/server/resources
http://www.apple.com/jp/server/resources


NetBootサーバを使用して、ネットワークを介してインストールする
リモートコンピュータを使って、サーバソフトウェアを 1台の Xserveにインストールしたり、複
数の Xserveシステムにインストールするプロセスを自動化したりすることができます。詳しくは、
「Mac OS X Server：サーバ管理」および「Mac OS X Server：システムイメージおよびソフトウェ
ア・アップデートの管理」（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。

「Apple Remote Desktop」（ARD）またはほかの VNCソフトウェアを使用する
「Apple Remote Desktop」（ARD）は、Mac OS X Serverのインストール DVDを使って
Xserveを起動すると使用できるようになるので、「Apple Remote Desktop」またはほかの VNC
ビューアソフトウェアを実行する別のコンピュータからインストールを実行することができます。詳しくは、
「Mac OS X Server：サーバ管理」（www.apple.com/jp/server/resources）を参照してください。

画面共有を使用する
Mac OS XまたはMac OS X Serverバージョン10.5がインストールされたリモートコンピュータを使っ
て既知の IPアドレスの Xserveに接続している場合は、画面共有を使ってMac  OS  X Serverをイ
ンストールできます。

画面共有を使ってインストールするには：
 1 Mac OS X Serverのインストール DVDを Xserveの光学式ドライブに挿入します。

 2 前面パネルのコントロールを使って、光学式ドライブからXserveを起動します。詳しくは、14ページ
の「前面パネルから起動方法を選択する」を参照してください。

Xserveが光学式ドライブのディスクから起動し、ログインプロンプトが「ターミナル」のウインドウに
表示されます。

 3 リモートコンピュータで、「Finder」を開き、「移動」＞「サーバへ接続」と選択します。

 4 「サーバアドレス」フィールドに以下の情報を入力して、「接続」をクリックします。

vnc://ipaddress

ipaddressは、Xserveの IPアドレスまたは DNS名に置き換えます。

 5 「名前」フィールドには何も入力しないでください。「パスワード」フィールドに、Xserveのシリアル
番号の最初の 8文字を入力します。「接続」をクリックします。

 6 共有画面のウインドウで、インストールを続行します。

画面共有について詳しくは、「Macヘルプ」を参照してください。

別の Xserveを使用して、交換したドライブモジュールにインストールする
これはソフトウェアをインストールまたは復元する簡単な方法ですが、キーボードとディスプレイが接続
された 2台目の Xserveが必要になります。この方法では、起動ドライブを別の Xserveに移動し、
その 2台目のシステムを使ってソフトウェアをインストールしてから、ドライブを元の Xserveに戻しま
す。

重要：元の Xserveは、Mac OS X ServerをインストールするXserveと同じハード・ドライブ構成
を持つ同一のモデルである必要があります。
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2台目の Xserveからインストールするには：
 1 1台目の Xserve（ソフトウェアをインストールしたい Xserve）をシステム終了し、そのドライブモジュー

ルを取り外します。

 2 2台目の Xserve（ソフトウェアのインストールに使用するXserve）で、ドライブモジュールの 1つを
マウント解除して取り外すか、空のモジュールを取り外し、1台目の Xserveのドライブモジュールを
挿入します。

2台目の Xserveの起動ドライブモジュールは取り外さないでください。

 3 Mac OS X Serverのインストール DVDを 2台目の Xserveの光学式ドライブに挿入し、インストー
ラアイコンをダブルクリックします。

 4 認証ウインドウで、管理者のパスワードを入力し、「OK」をクリックします。

2台目の Xserveがインストールディスクから再起動します。

 5 インストールが完了すると、サーバの設定用アプリケーションが表示されます。「ファイル」＞「終了」
と選択してこのアプリケーションを終了し、2台目の Xserveを終了することを選択します。

 6 Optionキーを押しながら2台目のXserveを再起動し、画面に表示されるアイコンから通常の起動ディ
スクを選択します。

参考：「システム環境設定」の「起動ディスク」パネルで、今後の再起動に使用する起動ディスクを設
定します。

 7 新しくソフトウェアがインストールされたドライブモジュールを1台目のXserveに戻して再起動します。

2台目の Xserveから取り外したドライブモジュールまたは空のモジュールを忘れずに元に戻してくだ
さい。

シリアルポートを介してコマンドを使用して、光学式ドライブからインストールする
キーボードやディスプレイのない XserveにMac OS X Serverをインストールする別の方法は、
Xserveのシリアルポートと光学式ドライブを使用する方法です。

シリアルポートとコマンドラインを使ってインストールを行うには：
 1 管理コンソールまたはターミナル・エミュレーション・ソフトウェアを実行するコンピュータを Xserve

の背面にあるシリアルポートに接続します。

 2 Mac OS X Serverのインストール DVDを Xserveの光学式ドライブに挿入します。

 3 前面パネルのコントロールを使って、光学式ドライブからXserveを起動します。詳しくは、14ページ
の「前面パネルから起動方法を選択する」を参照してください。

Xserveが光学式ドライブのディスクから起動し、ログインプロンプトがターミナルのウインドウに表示
されます。

 4 Xserveのシリアル番号の最初の 8文字で構成されるパスワードを使って、「root」ユーザとしてログ
インします。

 5 必要に応じて、diskutilツールを使って、Mac OS X Serverをインストールする予定のドライブを
消去、フォーマット、またはパーティション設定します。ヘルプを表示するには、パラメータを指定せ
ずに次のコマンドを入力します：

$ diskutil



 6 DVDの、インストールパッケージが格納されているディレクトリに切り替えます：

$ cd /System/Installation/Packages

 7 installerツールを実行して、Mac OS X Serverメタパッケージを指定します：

$ installer -pkg ./OSInstall.mpkg -target /Volumes/volume -verboseR

ここで、volumeは、ソフトウェアをインストールしたいボリュームの名前です。
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ここでは、Xserveを操作しているときに発生する可能性のある問題の 

解決策、および「Apple Xserve Diagnostics」を使ってXserve 

ハードウェアをテストする方法について説明します。

この付録では、Xserveの使用時に発生する可能性のある問題の解決策について説明します。また、
Xserveハードウェアのテストに使用できる「Apple Xserve Diagnostics」ソフトウェアの情報も記
載しています。

解決策が見つからない場合
ここで問題の解決策が見つからない場合は、アップルのサポートのWebサイト 
（www.apple.com/jp/support）、Xserveのディスカッションフォーラム 
（discussions.info.apple.co.jp）、およびMac OS X Serverのヘルプの最新情報のトピックを 
確認してください。

問題と解決策
Xserveが起動しない場合
Xserveに付属のMac OS X ServerのインストールDVDから起動してみてください。代わりの起動
方法については、12ページの第 2 章「Xserveを起動する」を参照してください。

電源障害後に Xserveが自動的に起動しない場合
「システム環境設定」の「起動ディスク」パネルから起動ディスクを選択します。「停電後に自動的に
再起動」を有効にしても、明示的に起動ディスクを選択していない場合は、筐体がロックされていると
Xserveが再起動しないことがあります。

Xserveが起動せず、16個のシステム利用状況ランプがすべて継続的に点滅する場合
メモリDIMMが不良です。

システム IDランプが点滅している場合
Xserveが問題を検出しました。問題点を調べるには、Xserveまたはリモート管理用のコンピュータで
「サーバモニタ」アプリケーションを開きます。

付
録

トラブルシューティング

http://www.apple.com/jp/support
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RAIDカードのバッテリーが完全に充電されていない場合
バッテリーは通常の充電中または調整中である可能性があります。バッテリーについては、「RAIDユー
ティリティユーザーズガイド」（www.apple.com/jp/xserve/resources.html）、または「RAIDユー
ティリティ」のヘルプを参照してください。

接続されたディスプレイに画像が表示されないか、画面操作ができなくなる場合
筐体がロックされていないことを確認してください。実行中のXserveにディスプレイを接続すると、ディ
スプレイの画像が乱れたり、表示されないことがあります。この場合は、Xserveを再起動します。または、
リモートコンピュータを使ってディスプレイの画像を調整することもできます。Xserveに接続して「シ
ステム環境設定」を開き、「ディスプレイ」パネルを開いて、「ディスプレイを検出」をクリックします。

カバーを取り外せない場合
筐体キーを使って、前面パネルの筐体のロックが解除されていることを確認します。

電源装置を取り付けられない場合
ハンドルが引かれて開いていることを確認してから、ハンドルではなくファンケージを押して、装置を
Xserveの一番奥までスライドさせます。次に、閉じたハンドルを押して、装置を所定の位置にロック
します。

Xserveが周辺装置を認識しない場合
Xserveの前面パネルにある筐体ロックがロックされ、「システム環境設定」の「セキュリティ」パネ
ルで筐体ロックの設定が有効になっていると、Xserveは、USBポートとFireWireポートに接続され
ているストレージ装置、キーボードとマウス、その他の周辺装置を無視します。ロックがかけられてい
るときは、筐体ロックの横のランプが点灯します。

ドライブモジュールを取り外せない場合
筐体キーを使って、前面パネルの筐体のロックが解除されていることを確認します。

Xserveがロックされているときに Xserveがドライブモジュールを認識しない場合
Xserveがロックされ、システムの電源が入る前にドライブモジュールのハンドルが開いたままになっ
ていた場合、ドライブモジュールが認識されないことがあります。この場合は、筐体のロックを解除し、
ドライブモジュールを取り外してもう一度取り付けてから、ドライブモジュールのハンドルを閉じます。
それでもドライブモジュールが認識されない場合は、Xserveを再起動します。

ドライブモジュールのランプが黄色または赤色に点灯する場合
ドライブモジュールの上の LEDが黄色または赤色になっている場合は、ドライブに問題があります。
可能であれば、ドライブを交換します。ドライブの状態については、「サーバモニタ」アプリケーション
で確認してください。

ネットワークに Xserveが表示されるがアクセスできない場合
Xserveが非公開ネットワーク上にあり、管理用コンピュータがその非公開ネットワークと別のネットワー
ク上の両方に存在する場合、169.254.x.xのアドレスに接続しようとすると、管理用コンピュータはデフォ
ルトで非公開ではない別のネットワークに接続します。この問題を解決するには、管理用コンピュータ
に 169.254.x.xのアドレスを設定して、169.254（非公開）ネットワークへのルートを作成します。

http://www.apple.com/jp/xserve/resources.html
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ハードディスクが消去されているか、Xserveソフトウェアが破損している場合
Mac OS X Serverソフトウェアを再インストールします。インストール方法については、23ページの
第 4 章「Xserveのソフトウェアをアップデートする／インストールする」を参照してください。

「サーバモニタ」を使ってXserveを制御できない場合
Xserveの LOM（Lights-out Management）ポートのアドレスを使用していることを確認しま
す。「サーバモニタ」を使ってリモートの Xserveに接続するには、Xserveの LOM（Lights-out 
Management）ポートの管理者ユーザ名、パスワード、およびDNS名または IPアドレスを使用します。
サーバの LOM（Lights-out Management）設定を確認するには、サーバの「サーバモニタ」を
開いて、「サーバ」＞「ローカルコンピュータを構成」と選択します。「システム環境設定」の「ネット
ワーク」パネルで指定した、サーバの Ethernet 1ポートまたは Ethernet 2ポートの IPアドレスを使っ
て接続することはできません。

「Apple Xserve Diagnostics」ソフトウェアを使用する
Xserveには、Xserveハードウェアのテストに使用できる「Apple Xserve Diagnostics」ソフトウェ
アが付属しています。詳しくは、「Admin Tools」ディスクの「Documentation」フォルダに収録
されている「Apple Xserve Diagnosticsユーザーガイド」を参照してください。



通信情報機器に関する規制

FCC Compliance Statement

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits for a class A digital device 
pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits 
are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference when the equipment 
is operated in a commercial environment. This 
equipment generates, uses, and can radiate radio 
frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the manufacturer’s instruction 
manual, may cause harmful interference with radio 
communications. Operation of this equipment 
in a residential area is likely to cause harmful 
interference, in which case you will be required to 
correct the interference at your own expense.

Shielded Cable Statement & Modi cation 

Statement

This product was tested for EMC compliance under 
conditions that included the use of Apple peripheral 
devices and Apple shielded cables and connectors 
between system components. It is important that 
you use Apple peripheral devices and shielded 
cables and connectors between system components 
to reduce the possibility of causing interference to 
radios, television sets, and other electronic devices. 
You can obtain Apple peripheral devices and the 
proper shielded cables and connectors through an 
Apple-authorized dealer. For non-Apple peripheral 
devices, contact the manufacturer or dealer for 
assistance.

Important:  
this product not authorized by Apple Inc. could void 
the EMC compliance and negate your authority to 
operate the product.

Industry Canada Statement

Complies with the Canadian ICES-003 Class A 
speci cations. Cet appareil numérique de la classe A 
est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

VCCIクラスA基準について

Europe-EU Declaration of Conformity
See www.apple.com/euro/compliance.

CISPR 22 & EN55022 Statement

WARNING:  This is a Class A product. In a domestic 
environment this product may cause radio 
interference, in which case the user may be 
required to take adequate measures.

Taiwan Class A Warning

Korea Class A Warning

China Class A Warning

Laser Information

WARNING:  Making adjustments or performing 

equipment’s manual may result in hazardous 
radiation exposure.
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Do not attempt to disassemble the cabinet 
containing the laser. The laser beam used in this 
product is harmful to the eyes. The use of optical 
instruments, such as magnifying lenses, with this 
product increases the potential hazard to your eyes. 
For your safety, have this equipment serviced only 
by an Apple-authorized service provider.

If you have an internal Apple CD-ROM, DVD-ROM, or 
DVD-RAM drive in your computer, your computer is 
a Class 1 laser product. The Class 1 label, located in a 
user-accessible area, indicates that the drive meets 
minimum safety requirements. A service warning 
label is located in a service-accessible area. The 
labels on your product may di er slightly from the 
ones shown here.

危険性の高い行為に関する警告
このコンピュータシステムは、原子力施設・飛行機の航行や
通信システム・航空管制システムなど、コンピュータシステム
の障害が生命の危険や身体の障害、あるいは重大な環境破
壊につながるようなシステムにおける使用を目的としていませ
ん。

処分とリサイクルに関する情報

この記号は、お住まいの地域の法規制に従ってこの製品を適
切に処分する必要があることを示します。使用済みの製品を
処分するときは、アップルまたは地方自治体にリサイクルオプ
ションについてお問い合わせください。

アップルのリサイクルプログラムについては、次のWebサイ
トを参照してください： 
www.apple.com/jp/environment/recycling

バッテリーの処分に関する情報
内部バッテリーを交換するときは、お住まいの地域の規制に
従って使用済みのバッテリーを処分してください。

Nederlands: Gebruikte batterijen kunnen worden 
ingeleverd bij de chemokar of in een speciale 
batterijcontainer voor klein chemisch afval (kca) 
worden gedeponeerd.

Deutschland: Das Gerät enthält Batterien. Diese 
gehören nicht in den Hausmüll. Sie können 
verbrauchte Batterien beim Handel oder bei den 
Kommunen unentgeltlich abgeben.Um Kurzschlüsse 
zu vermeiden, kleben Sie die Pole der Batterien 
vorsorglich mit einem Klebestreifen ab.

Taiwan:

European Union̶Disposal Information:

The symbol above means that according to local 
laws and regulations your product should be 
disposed of separately from household waste. 
When this product reaches its end of life, take it to 
a collection point designated by local authorities. 
Some collection points accept products for free. The 
separate collection and recycling of your product 
at the time of disposal will help conserve natural 
resources and ensure that it is recycled in a manner 
that protects human health and the environment.

Union Européenne: informations sur l’élimination

débarasser de votre produit sans le mélanger 
avec les ordures ménagères, selon les normes et la 
législation de votre pays. Lorsque ce produit n’est 
plus utilisable, portezle dans un centre de traitement 
des déchets agréé par les autorités locales. Certains 
centres acceptent les produits gratuitement. Le 
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traitement et le recyclage séparé de votre produit 
lors de son élimination aideront à préserver les 
ressources naturelles et à protéger l’environnement 
et la santé des êtres humains.

Europäische Union – Informationen zur 

Entsorgung

Das Symbol oben bedeutet, dass dieses Produkt 
entsprechend den geltenden gesetzlichen 
Vorschriften und getrennt vom Hausmüll entsorgt 
werden muss. Geben Sie dieses Produkt zur 
Entsorgung bei einer o ziellen Sammelstelle ab. 
Bei einigen Sammelstellen können Produkte zur 
Entsorgung unentgeltlich abgegeben werden. 
Durch das separate Sammeln und Recycling werden 
die natürlichen Ressourcen geschont und es ist 
sichergestellt, dass beim Recycling des Produkts alle 
Bestimmungen zum Schutz von Gesundheit und 
Umwelt beachtet werden.

Unione Europea: informazioni per lo smaltimento

e alle norme locali, il prodotto dovrebbe essere 

Quando il prodotto diventa inutilizzabile, portalo nel 
punto di raccolta stabilito dalle autorità locali. Alcuni 
punti di raccolta accettano i prodotti gratuitamente. 
La raccolta separata e il riciclaggio del prodotto al 
momento dello smaltimento aiutano a conservare le 
risorse naturali e assicurano che venga riciclato nel 
rispetto della salute umana e dell’ambiente.

Europeiska unionen – uttjänta produkter

Symbolen ovan betyder att produkten enligt lokala 
lagar och bestämmelser inte får kastas tillsammans 
med hushållsavfallet. När produkten har tjänat ut 
måste den tas till en återvinningsstation som utsetts 
av lokala myndigheter. Vissa återvinningsstationer 
tar kostnadsfritt hand om uttjänta produkter. 
Genom att låta den uttjänta produkten tas om hand 
för återvinning hjälper du till att spara naturresurser 
och skydda hälsa och miljö.

アップルと環境について
アップルでは、製品が環境に与える影響をできる限り小さくす
るよう取り組んでいます。

詳しくは、次のWebサイトを参照してください： 
www.apple.com/jp/environment
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